
東京アマデウス合唱団
第27回定期演奏会

5スの

“

川Ⅳ

‐|  ―」.S.Bachと その親戚―
／
／
　
　
　
、
　
　
　
　
　
、
　
．
　

Ｉ
　

′
　

　

、
　

ｒ

・
．
　
′
　
　
　
　
　
．

Johann eottftied lal thbr
Johaad Christoph Eacb
Johann Christoph II laictol
,Iohaan Sebastian Dacb

Jobann Christoph friedrich lach

物

カトリック麻布教会

2008年 11月

:■

:メヽ
・1ヽ



PRI
‐
IL巨

指 揮 水野克彦

東京藝術大学卒業.
ビア′を滝崎鎮代子 クラリネットを千葉回夫、 室内楽を細邸I孝興の
作氏に師事。オルガンの手ほどきを今井奈緒子氏に受ける。

藝人バッハカンタータクラブに在籍中、小林道夫氏の薫陶を受ける.
日本オルガニスト協会会員。

チ エ ロ 伊藤恵以子

東京藝術大学卒業。同大学院博士課程修7.
チェロを三木敬之、レーメ・フラショー、倉 ヨ澄子の各氏 :こ師事
パリ エコールノルマルで学ぶ。第 48回 日本音楽コンクー 'レ

'、

選

Ensemble D`liceの メンバー.

オルガン 堀江和子(練習ピアニスト)

武蔵野音楽大学短期大学部ピアノ科卒業.

キリスト教音楽学校パイブオルガン科卒業.同 OF究科程修7.ё
ビアノを水木雄三、 野村文子、オルガンを高橋靖子の

`氏
.二 F軍

著荷谷キリスト教会オルガニスト聖歌隊伴奏名 .
日本オルガン研究会会員。
(・

「東京アマデウス合唱団J
ツプラノ 河合佐知子、日都恵美、辻村順子、松木番織
ア ル ト 伊藤正子、大久保ルミ子、大友美佐、小川由美子、宮崎米子
テノール 小沢 仁、片岡 繁
バ ス  柿沼 替、水野克彦(指揮者)

ご 挨 拶 柿沼 替

本日はお忙しい中をご来場賜り、厚くおネL中 し上げます。

今年は J Sバ ッハの親戚等の内 5人の」OHANNの 曲をお送りすることとしました.
今回は指揮イの水野先生にバスパー トをお手伝い頂き、合唱|」 として:ま ,き強い反面 大変
心苦しく思つているところであります。
この素晴しい響きの教会で、それぞれ特徴のあるハーモニーをお聴き頂ければ幸いで十 .
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プログラム・ノート

辻相頂子

ヨーハン ゼバスティアン・バッハが活躍したライプツィヒ
`毎
年 6月 に 10日間はどの期

間、バッハ・フェストという音楽祭が開催されまう■演奏家も聴衆1,世界各国から集まり、市内
のいろいろな教会やホールで朝から夜遅くまで毎日、バッハとバッハに関連する作曲家の作温,が

:賓奏されるので九 ここ数年は私も毎年、聴きに出力ヽすていま丸 そこで劇青らしい演奏に出会
えるのはもちろんですが、演奏会の合間に楽譜やCDを探して歩くの1,楽しみの一つで,■ 曝 、
そのような探索の折に、聖トーマス教会の前にある古楽専門割苫でアル トニコルの楽譜をみつけ
ました それからやはり昨年、バッハ フェストでヨーハン クリストフ バッハの曲を聴いて
大好きになりました ところがなんと、この曲の楽譜とCDはすでに我が家に存在していたので
す !

今回のプログラミングはこのようなきつかけ0思いつきました 私は以前からバッハー族の山
に関心があり、歌つてみたいと,思つていたのです でも、これらには多声曲が多いので、当団の

ように人数の少な0沿唱団では演奏できないかなと諦め力ヽすていたところ、声部が少なくて私た
ちにもできそうな上記の曲を見つけたというわけで九
そこで、数年前に演奏したことのある、ヨーハン ゼバスティアン ノ`ッハの宮子、ヨーハン

クリストフ フリードリヒ・バッハの画を力‖え、こうなるとやはり父親の曲もヽこ たいというこ
とでヨーハン ゼバスティアン バッハの数少ない四芦のモテットも加えて、なんとか寅奏会が
成り立つだけの出を選ぶことができました。ちなみに今年のバッハ フェストは「バッハと息子
たちJというテーマでした だとすれば、私たちの演始 のテーマは「バッハと親戚」とでもい

うところでしょうか ・ ?
以下に演奏山目とその作曲家について簡単に記しておきま,■

ヨーハン・ゴットフリート・ヴァルター Jobann CothedWal■er(1684-17狛 )
エアフルトErntに生まれ、ヴァイマールWanlarにて洗
カレガニスト 作由家・理論家 事劇偏集れ
最大の業績はドイツ語による初の大規模な《音楽事動 。母はヨーハン ゼバスティアン バッ
ハの一族と近い親規 コーハン ゼバスティアンと年齢もほとんど違わず、互ヽヽこ大きな影響を
与え合つ7_

作山家としては、宗教的な声楽曲、多数のコラール前奏曲、オルガン曲を書いている。声楽曲
では、本日、演奏する 《主よ、キリストよ、主よ憐れみたまえ :賄が家に恩寵を与えたまわね
,力 に よる Kpe,嚇 ,靱 elelSOn uber:Wo Gottttm H● u8‐iハt tttSem幅 )1
由のみが現存している.

ヨーハン クリストフ・ノヾッハ JObanll Chnstoph Bach(102-17DD
アフレンシュタットAnstadtに生まれ、アイゼナハ EIsenachにて渋
わ レガニスト チェンノヾリスト。
父親、ハインリヒ バッハ Hellll■ch B血 (1615 1692)は ヨーハン ゼバスティアンのII t、
クリストフ・バッハ chnstoph BЖh(1613 1661)の 従弟でもある。さらにヨーハン クリス
トフ自身はヨーハン ゼバスティアンの最初の妻マリーア・バルバラMa■■a Ba■ baraの伯父にあ
たる.
バッハ‐抜 の中では、ヨーハン ゼバスティアン以前の最 1)重要な音楽え 現存する作|マイまわ
ずかしかなし、本日は 《梅 の命は消えてEs tt lll,h au3 m■ l melnem L闘 から第 1、 2、
6、 7節と《泣きつつ始まる取賦 Wemen hebt3iふ。① を演奏する。



ヨーハン・クリストフ・アルトニコル Johanll Qustoph Altalckol(1セ0-1759)
ベルナ Bel■aに生まオし、ナウムブルクNa,inbu■ gにて洗
オルガニスト 作曲案 すぐれたバス歌手で、ヴァイオリニストでもあつた。
コーハン ゼバスティアン バッハの最後の弟子で、バッハの娘ェリーザベト ユリアーネ
フリーデリーカEL・abetll Julle F“dencaと結女Rた くさんの作品を書いたが、現在する作
品はごくわずかである.《お前の道を委ねよBrehl du dellle W電の は、2Cll17年に生誕 4KXl年

を迎えた宗教詩人、パウル・ゲーッ
"ヽ
ルトPaul(■rllant(1607-1676)の同名の詩編コラー

ルをモテットに編出したもの.
この出の指 卜については、説明すると少 複々雑になる。そもそもは、ハンス・レーオ・ハスラ
ーHa襲 Lo HaFlerの 《我が,心は千々に舌LIt Mei Crmut■・t mir"w■‐)という歌由の旋律
にパウル ゲープレ ルヽトの詩 《おお、血と傷にまみれし御頭よO Haupt vtt Bl■lt u壼 Ⅷm“D
を当てはめて作られた受難節コラールがあり、ヨーハン ゼバスティアンのマタイ受難由にも使
われて有名である。そしてマタイ受難出では、同じ旋律をさらにバウル ゲーフレ ルヽトの詩編コ
ラール 《お前の道を委ねよ》の歌詞で1,歌わせており、義理の自子であるアルトニコルは当然の

ことにそれをよく知つていた。そんなわけで彼はこのコラールをモテットに仕
'て
上げる気にな

ったのであろう力、

曲の構成は、12節からなる歌詞をそのまま順番に使い、テーマとヴァリエーションをふくめて

12の楽章にまとめられている。第4由はテノールを、第8由はソプラノを、第 11由はアルトを

除いた三声の曲に書かれている。

ヨーハン ゼバスティアン・/｀ッハ 」。ll,nn sebastlan Ba■ (1685-17Ы ))

アイゼナハ3虔nachに生まれ、ライプツィヒLo2■gにて没
バッハー族の中で最も重要な) 。ヽ現在、レヾ ッハ」とぃぇば普通はこのコーハン ゼバスティ
アンを指九 2人の妻との間に20人の子供を授かるが、成人したのは10人のみという悲しい体
験もしている。

儀 と誉れが栄光を伴つてあれ SeiIDb,,ⅢЯ htt mltEh■enllは カンタータ第28番の第2

曲 《いぎ誉めよ、我が′心よ、我が主をN■u■ lol,IIlei Seel,den H∝聰nBWヽア2ν2》 を自身が編
由したもの CWVん■ 231)。 ゲわレク・フィーリプ テーレマンGeott Ph■pp Telelllalm作
由のカンタータと言われている《喜びの声を■にあげよ 全世界よ Ja■lcDet deln Herrn,alle
Wdt OW Anl1160)》 の第2由にtFnさ れている。
《主を讃美せよ、すべての異邦人たちよI●bet denHerrn a■ e nelden BW23011は大変有名
な曲で、演奏される機会も多し、朗れ たヽり歌つたりしたことのある方もおられるであろう。6由
のモテントのうち、唯―この曲だけが全由を通して四声で書力れている。

コーハン クリストフ・フリードリヒ ノヾッハ 」ohann ChnstOh■ ledth Bacll(17"-179D
ライプツィヒレlpzlg lこ生まれ、ビュッケブルクBtld“bピgにてた
ヨーハン・ゼバスティアンと後妻アンナ マクダレーナAIna NIagdalenaの 間に生まれた息
子たちの中では下から 2番目。 ビュッケブルクのバッハと呼ばれる。クラブィーアの名孔 《目
覚めよと、その声は私たちを呼ぶWtta■tn乱 1ln,dle Stnme》 は、フィーリプ ニコライ
Pluhpp Nlcolalの同名のコラールが全3節、そのまま3つの楽章に作曲されている。第 3楽章で
は父親の同名のコラールをそのまま引用している。



対 訳      訳 水野力彦

JobanuCc― Wal・L・          コーハン・ゴットフリート・ヴァルター
い 、ⅢⅢにK―・la輛          主よ、キリストよ、主よ憐曲みたまえ
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主よ、憐れみたまえ、

キリストよ、憐珈み ,しまえ、

主よ、儡勝 たまた

ヨーハン・クリストフ バッハ
今や私の命は消えて

1                                                      1

Est.tmm aB mtTttmロュ             今やなの命は消えて、

αt―mt c‐ dereS ttbm            神は与えてくださつた命をお召しになる。
K‐ 1動出Ⅲ硬h量●dem F」、           もはや樽の中は一雫もなく、

恥mk・ nhnuelumehr確ぬ¨叫          もヤや 炎は少し1)役に立たま
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Es nlltul a、∝凱 N●llhcllt              獅 は消えて、朝まにわった。

V`dl glte blacllt               世よ、ま式すれ
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IGIM ftdedaa, du I€tdlrcotuq

Du brinsest mir n1eh! Luct und Wore,
ALe rcnl Gelurtsias blinem kana

Du Mclst ein Ende neinen kidea
Das sici s.-i$n mit do Xindrartreudea

\irjeDen bat eefinsen aa

Nm ist s au.,, es ist lolbracl(

6.

Wetr, sute Nachtl Behalt &s DeDe

Und laB nE J(sm als dtr ldeie,

Dem ich 1,3 melnen Je$fl nicl{
Behni euch C.ott i}I nejne LiebeE

laft meine! IM euch tricht betriiLbea

Drrn \,lelri|en mn s eobi s€ehieht

2

来なさい、死の日よ、命の太陽よ、

おら|まもつと多く∝藻 しみと幸せをもたらヽ

私の誕生の日がもたらすそれらより1,。

お前ま私の苦しみを終わりにする、

すでに幼帰舛 Lの喜びと共に

私の誕生の日によつて始まった苦しみな

今 命ヽは消えて、事ま終わった

世よ、おやす礼

6

世よ、おやすへ お前の財産はお前のもとに置け、

私が自分の財産として取るのはイエス、

私はイエスを捨てな|、

さようなら、私の家族よ、

お前たちは私の死を悲しんだりすることはない、

死をとおして私はとても幸せになるのだから.



l'{ein Itid ist au, € ist rcllbEcht,

7.

Wa wolei ilr euch nacl mr se1Detr?

Ei stil}et, stilet eure'nirDea

Weil mire s-hoD eBti]Iet siD4

Mir wischt sie Jesus wn dmAusea

Was solen dena die e@Pll rausea

Und laclet mit nn als eiD Kind

\{a J(Eu mch! i* mblseDachil

Wel! guie Nachtl

Tltr吉しみコ肖えて、割黎 わった

II「よ、まい●す′え

,

お前たちはじ口子ど私を慕っているつもりなの力、

さあ、止めなさい、お前たちの涙を止めなさい、

私の厠ますぐに止まっているのフビから.

イエスカ池の日から涙を拭ってくださる.

いつたいお前たちの涙め河の役に立つと,ヽうのか、

だから私と一緒こ¬共として笑うの亀

イエスがなさる事は幸|、

Lよ、キ式■|ヘ
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ヨーハン クリストフ・ノ`ッハ
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品mheLiヽ ュ dttjammelvolld¨鴫      泣きつつ始まる、な参に満ちる)と
ヽmu3dastem“ Knd                この人生|よ おさなごを
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並nt                未だ物,こ・ うかないその子を。
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dch■颯     おさなごが産まれるやいなヽ すでに聞こえるのな

Da3前h轟血 elhebtder ttmattЫ ¨ T皿       苦悩に満ちる音の計 わ`判烏り出すの力ヽ

Dtt Mtthmじ alt量 ub_Llvelllnt nut“ 呻ュ     私たちの人生の半|』 _tこ酒己1諏宰絣していて、
●ヽL qndい い週鶴蹄d               tt‐ ちは博打をしているようた

b■ 6面 d― ll dleヽこ tb alldenh・LenMOIBe、     い とお し,潮 が 来 る ま で樋 し泣 く け れ ど 1)、

Undh‖ ■,ゎ出 Ⅲれ、u               それなのに多くの助けはな0、
ItlFnt… ■ 血 駆 中

…

気 貧 叩 週 d mmm%、 ぃ    恐 れ
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とヽ希 望 の 戦 カヽテムた ち の 心 を 距 陣 させ 、

Und市 m流、・ h口 狐 O del kt出 品 J暴 価       考 え る間 も な く、最 良 の 4明 を 持 ち 去 っ て行 くの た
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,  Da3戯厳おШ■her●¨LШ□訥dmJabltS,      卸 モ カ て`来ても、悲嘆多 そヽの4現 を
Ile u盤 岬Шm ⅢⅢ                私たちは動まなし、
und mLI・ ll u 13 d●nヽ姥犯 J…コ熾Ⅲ娠       者午lJIFちを自豪

'卜

餅卜 と続く道に導く。
Wann饉螺dann sヨエェ              そうなったらもう、
あ亙m as mlⅢ鵬;績饉趾m槌Luf         私たちはおしまいた 涙日高ちる)この流相ま
勁 mm“狙 erle at週血 mlt wЪ  B‐naf      今や約ミt●与いた だから泣くのはやめなさ|、
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Bene dudeiuewege

BefieH du deine Wece

UDdw6 deDH(% hiinti
Der aleltrllsten Pfle€E

Des, ds dd Himel ieDk.

Der Wolkea tut und Winde!

Gnrt Wege, Iaufud Bala
Der wird auch WeEr nndea

Da dein Fuil seho klrm

Ven 2

Dem Herru m!-Bt du lraueL

W(m drt $I wllerBela
.{ufsej. Werk lnnBi du sclnuea

W(D dein We* eI testehr

Mit SollEn uad mit Gr?rnen

U mit elbsteano Pein

I;i& Gott sich sa nichts nehmeL

DeD eage Treu uad GMde,

O Varer werB ud s€h(

Wa sut ei oder trbaile

Dem ster*iicheD Gebtliti

Ildws du d,m ed*.L
Ds betrbst dq sia*er Held

Und tdngst zu Staad uad Wea
Was deinem Rat ePiilt

Weg }ast du sle$egea

Atr MittelD frhh tu's trich,

DeiD T\D istlauter Segen

Dein Gang jst lauier L{htj

Dein wo* kam nienand hinde@

DehArteit kam nicht nln
Wem dq wa-s deirctr Icndem

EspdeBlich ist wilit tm.

ヨ ハン クリストフ アルトニコル
お前の道を委ねよ

第 1節

お前の道と

お前が,こ傷める事を、

菫凛成σ,聯 に、
天を御する至誠α爛 こ委ねよ。

星言と点 と風|こ

道と進路と方l向を与える

そのお方は、また明ら力ヽ こなさるであろう、

お前の足が進むことのできる道をt,。

第2節

主14計申ヨ斗静ならない、

もしお前が幸せでありたいなら.

主のみ業に日を留めね|ルよらない、

もしお前の業力続 セヽていくようにしたいなら.

,こ洒己̀ヽフJ証項:バP

自業自得の苦しみがあるようでは、

神はお前の臓 をヽ全く何もお受けに■轟 肇1し、

お前は請1預うようにしなけね1まならな0、

第3節 詠唱

あなたの無猥う誠実と恩懲ま、

おお 父よ、知って見分けられるのだ、
何が益であり、害であるかという、

死すべき血統にとつてσメ」害を.

そしてあなたはお選0こなる事を

実行なさり、優れた勇士よ、

お運びになるのだ、

あなたのみ心に叶う状態へと.

第4節 =酬
あなたは至るり嘱こ道を締¬

^
手段に欠けることがな0、

あなたの行いは大きねまみであり、

あなたの歩みは誠実な光である。

あなたのみ業を誰も妨げることはできま

あなたの詞動き力淋むことはあり計 いヽ、

あなたが、あなたの了

`し

てちに

益となる事をなさろうとするとき,よ

1

1
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第 5節

そしてあらゆる悪擁が

ここで莉苛かうつもりであったのだが、

それでもやはり熱 もヽなく

神は退却されな0、

ネ申が決きさオ■7ビ事、

所有しようとされる物、

それらをつ|ヽこは達成されるに違いない、

そうした目的や日標を.

第6節

望め、おお お前、哀れな魂よ、
望め、そして怯む茂

神|ム 地掃から

悲嘆に苦しなお前を

大きな恵みを伴つて押し出してくださるであろう。

たな その時を待ち望め、

そう,■■ばお肯

“

まきっと見いだすであろう、

最1)麗しい諄ヽ 人陽名

第 7節

さあ、立て、そしてお前の高みと

心配事におやすみを言え

去らせよ お前の′いが
滅入り、悲じむ事な

お前は0まり、君主などではないのだから、
すべてを統率すべき君主などではないのだから、

神が支配の座につ力沖
^

すべてをうまく統率されるの亀

第8節 二重唱

神に治めていただけ

神は思慮関 君ヽ主である。

神は、振る舞われるであろう、

お前が中 る`ような振る舞いを、

神が、ご自分にふさわしく

驚くべきみさを伴つて

業を旬戎なさつた時には、

お前めまにしていたその業を完掟なさつた時に|=
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第9節

神は、なるはどしばらくの間は

慰めのみらから猶予しておられる、

しかし神が、少しでも

お心の中で

お前を見捨てたわつごとく振る舞わオ雌 は

お前よつまで1)

恐れと苦悩の中に紡准はオェ1ならなし、

そして神はお11割可一つ気に劫 平すにならなし、

第 10節

しかし、もしもお前が

神に忠実に、tつまでも留まっていれ|ま

神はお前を解き放つてくださるであろう、

お前力ヽ■もの少しでもそのこと劉言l hlエ

神は、お前の心を

重1満から解放してくださるであろう、
悪を犯さないためにとお前が

今まで担いできた重 滴ヽから。

第11節 二重唱

おう|まコロま 誠洪な子よ、

お前は持ち運ぶのだ、

栄誉と感謝の歓声とと1)に

勝 」と名詢 冠乞

神はおん身ずから粽欄を与えてくださる、

お前の右の手に、

だから枷 ま喜ひの強美歌を歌うのソ
=

お前の悩みを退けてくださった神に

第12節

終わらせてください、おお主よ、

すべての我 の々ir悩を終わらせてくださし、

我々の手足を強めて、

死の時まで

我々をいつもあなたの保護と

誠実に委ねさせてくださ|ヽ、

そのようにして我々の道は

確るヽこ天国へと通じていくのですから。
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ヨーハン・ゼバスティアン・バッハ

讃美と誉れが栄光を伴ちてあれ

ヨーハン・ゼバスティアン・バッハ

主を讃美せよ、すべての異邦人たちよ

護 と誉れ力漱 ■l■って

神なる父、子、I・需にあオヽ

神は私たちに増やしてくださるであろう、

恩寵による約束な

神に固く信頼し、

まつたく潮丁せし、

心から信頼をおくということ。

なたちの,は 気持ちそして精 申が

喜んで神を慕うということ.

これらの思いを今、歌う。

アーメン、こうヽ V樹力社することであろう、

私たちが′らの底からイ訂円れ 土

上を讃美せよ、すべての異邦人たちよ、

主を讃えよ、あらゆる民族たちよ。

なぜなら主の恩籠と真理い

とこしえに私たちを統べ治めるからである。

アレ′′t

ヨーハン・クリストフ・フリードリヒ・ノ`ッハ

日覚めよと、その声ま私たちを呼ぶ

1

日覚めよと、見張りたちの声が

尖塔の
「
で声高に私たちを1平よ

目覚めよ、お育無
"レ
ナレムの町よと.

時は真夜中、

見張りたちは明朗な口調で私たちを呼八
「お前たち、削 なおとめらはどこtコ るヽの力、

立ちり な` 花婿がくるのた

立ち上がね̂ランプを動 .
′ヽ レノ|メ孔

用意をせよ、
lpltの用意をせよ、
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お前たちは花婿を出迎えるのFlと。

2

ンオンは見張りたちが歌うのを聞いて

心喜0跳び上がり、
日を覚まして急いで立ち 1う るヽ。

シオンの友は天国から壮麗に

恩寵と真理とによつて力強く来て、

シオンの光は明るく輝き、シオンの星は昇る。

さあ来てください、あなた、貴重な冠よ、

主イエスよ、神の子よ。

ホザン九

私たちは皆、

高びの広間へと従|'き、
共に晩餐を催■う尼

3

栄光の讃歌があなたに歌われますよう1鳥

人と力支の舌

`ハープとシンノヽ レで美しく歌われますようlξ

12個の真珠によって飾られた門が

あなたのFTlこある。■たちIJ雰輩として

高貴な対賞と共に、あなたの■座のまわり口守る。

今まで,“ いた日はなく
今までにF.15いた■もない、

そのような喜ι嗜

それを私たちは再び、

そうは そうだと歓声を上げる、

永遠に日いまヽ)内,■



東京アマデウス合唱団のご案内 (200811現在)

少人数に適 したルネッサンスやバロック時代の宗教曲を積極的に取 り上げて、

他の合唱団ではあまり歌 うことの無い隠れた名曲を歌つてみたい方をお誘いして

おります。

今後の活動予定は下記の通りですが、少人数のパロックのアンサンプルを一緒に

楽しみたい方や興味のある方が居られましたら、是非一度下記の練習会場にお出掛け頂き、

見学だけでも大歓迎ですので練習状況等をご覧頂きたいと願つております。

下記ホームページをご参照の上、「護国寺」の同仁キリス ト教会内の「美登里幼稚園」

へお出掛けいただきたく、団員一同期待してお待ちしております。(事務局 大久保ルミ子)

http://homepage2 nifty com/Amadous/

来年の演奏会

「日時」 2KX19年 10月 12日 ●・

"14時
30分 開演行 定)

「場所J カトリック麻布教会← 0

演奏山日(予定)
フランツ・ヨーゼフ・ハィドン「没後 2KXl年記念J
フェリックス・メンデルスゾーン・パルトールディ「生誕 2∞年記念」

,加ご希望の方へ(下記へ電話でご連絡の上、おいて下さい)
お問い合わせ先   辻 村 願 子  048-47卜4056

大久保ルミ子   03-3960-7714

練習日  毎週水曜日 午後 6時半～9時
練習場所 同仁キリスト教会美登里幼稚園 2F
指導者  水野克彦
会 費  月 額 5千円(学生半額)

入会金 1千円

(線習場所への交通案内)右図参照
十地下鉄有楽置,線
「護国寺J駅下車 6番出日から徒歩 5分
ホJR山手線「目自」駅よリバスで
「目自台 3丁目」下車 徒歩 3分

間仁キリストgl会案内国

Iビ



演 奏 会 の 記 録

lTe催年月 主 な 演 奏 曲 目 指  揮

第 1回 198102 モーーツァルト(レクィエムくジュスマイヤー版> アヴェ ヴェルム コルプス)等 寺村博司

第 2回 198111 ヘンデル(メサイア) 渡辺央己

第 3回 198211 フォーレ(レクィエム)、 ジョスカン・デ・プレ、シュッツ等 鈴木 優

第 4回 198309 モーツァルト(戴置武ミサ ミサ デンヴィス]20、 ヴィクトリア等 黒岩英臣

第 5同 198409 モーツァルト(レクィエムくジュスマイヤー版>、 ミサ ブ,ディス19“ 黒岩英臣

第 6回 198510 」Sバッハひンタ‐夕100、 プクステフーデ、ハスラー 宮本昭嘉

第 7回 198610 モーツァルト(グローセ ミサ)、 ヴィクトリア(アウェマリア)等 鈴木 優

第 8回 198710 シュッッ (ムジカーリッシェェクセクィエン)、 ハスラー(ミサ セタンダ) 鈴木 優

第 91・ l 198812 モーツァルト(ヴェスベ,3891、 F」 ハイドン(ミ |プレヴィ対等 齋藤明t

第 10回 198911 モーツァルト(レクィエムくバイヤー版>、 ミ十 プレディス140 齋藤明生

春ll l演奏会 199005 ジョスカン・デ・プレ0'ジェ|′夕,)、 ハスラー等 齋藤明生

第 11回 1991,02 モーツァルト(リ タニア243)、 」Mハイドン(ヴェスペレ) 齋藤明生

第 12回 199111 モーツァルト(ドミニクス ミサ、サンクタマリア マーテル デイ)等 齋藤明生

第 13回 199211 シヤルバンティエ偵夜中のミサ)、 シュッツ、プクステフーデ等 齋藤明生

第 14回 199311 モーツァルト(ヽ 十ブレディス2751、 アルブレヒツベルガー 斎藤明生

15月年記念 199411 モーツァルト(レクィエムくドルース版>、 ■)=渋谷混声と合同 齋藤明生

第 15回 199rJ 10 」S′ ッヽハ(カンタータ182)、 プクステフ 7~(ミ サ ブレヴィス)等 齋藤明生

第 16回 199611 モーツァリレト(ヴェスペレ339)、 アルブレヒツベルガー等 齋藤明生

第 17回 199710 モーツァルト(ミサ.ソレムニス887、 テ デウム ラウダムス)等 斎藤明生

第 18回 199810 」.S.′ ッヽハ(カ ンタータ61,196)、 Dスカルラツテイ 齋藤明生

第 19回 199910 ラインベルガー(スタバト・マーテル)、 」Mハイドン等 齋藤明生

斎藤先生追悼 200007 ハスラー(ミサ セクンダ),Fメンデルスゾーン、ホミリウス等 水野克彦

クリスマス 200012 四つのアプェマリア(アルカテ・ルト、ゾョスカンテ・フ・レ、ウンクトリア、ハ・レストリー→等 水野克彦

第 20『 || 200111 モーツァルト(ト リニターティス ミサ)、 F 」ハイドン等 水野克彦

第 21回 200210 ドイツ バロック(」 CFバッハ、シュッツ、プクステフー7~ 水野克彦

第 22回 200311 ラインベルガー(スタバト マーテ711、 アルブレヒツベルガー 水野克彦

第 23回 200410 Dスカルラツテイ、パレストリーナ、モンテヴェルデイ 水野克彦

第 241■ 1 200511 シュッツ、テレマン、ブクステフーデ (カンタータ) 水野克彦

第 25回 200611 Lレヒナー授難山)、 」Dゼレンカ続足木曜日のためのレスホンフリア等) 水野克彦

第26に 200710 Dブクステフーデ (カンタータ6曲 水野克彦

第27回 200811 5人のヨーハン(」 S′ ッ`ハとその親戚4人 ) 水野克彦
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